
保
健
師
ル
ポ

出
水
市
に
つ
い
て

出
水
市
は
、
鹿
児
島
県
の
北
西
部
に
位

置
し
、
陸
の
三
方
を
阿
久
根
市
、
薩
摩
川

内
市
、
さ
つ
ま
町
、
伊
佐
市
及
び
熊
本
県

水
俣
市
に
接
し
て
い
ま
す
。
雄
大
な
出
水

平
野
に
は
、
冬
に
な
る
と
シ
ベ
リ
ア
か
ら

１
万
羽
を
超
え
る
ツ
ル
が
飛
来
し
、「
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
湿
地
」
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
薩
摩
藩
の
防
衛

拠
点
と
し
て
築
か
れ
た
「
出
水
麓
武
家
屋

敷
群
」
は
、
藩
政
時
代
の
面
影
を
残
す
日

本
最
大
級
の
武
家
屋
敷
群
で
す
。
海
・
山

が
あ
り
、
自
然
豊
か
で
歴
史
の
あ
る
ま
ち

で
す
。

総
人
口
は
５
０
８
６
４
人
（
令
和
７
年

10
月
現
在
）、
高
齢
化
率
34
・
７
パ
ー
セ

ン
ト
で
す
。
ま
た
、
国
保
被
保
険
者
数
は
、

１
０
９
１
８
人
（
令
和
７
年
９
月
末
現

在
）、
加
入
率
は
21
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
で
年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

本
市
の
国
保
保
健
事
業
は
、
市
民
生
活

課
保
険
年
金
係
が
企
画
調
整
を
行
い
、
健

康
増
進
課
と
連
携
を
図
り
、
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

保
険
年
金
係
は
、
係
長
を
含
む
事
務
職

11
人
、
会
計
年
度
職
員
８
人
（
う
ち
看
護

師
２
人
）、
健
康
増
進
課
は
、
保
健
師
11
人
、

歯
科
衛
生
士
１
人
、
管
理
栄
養
士
２
人
、

健やかに暮らせる
支えあいのまちづくりを目指して

出水市　健康増進課　成人保健係　係長　　平山　英里子

成人保健係の皆さん（筆者前列中央）

鶴が来る町 出水市大空を覆う鶴の群れ日本最大級の武家屋敷群
「出水麓武家屋敷群」
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保
健
師
ル
ポ

会
計
年
度
任
用
職
員
９
人
（
う
ち
保
健
師

１
人
、
看
護
師
５
人
）
が
配
属
さ
れ
て
い

ま
す
。
健
康
増
進
課
は
、
業
務
分
担
制
と

地
区
分
担
制
を
取
り
入
れ
て
、
子
供
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定
か
ら

み
え
た
課
題

デ
ー
タ
分
析
結
果
や
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
の
取
組
状
況
を
整
理
し
、「
健
康
寿

命
の
延
伸
・
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
」
と
「
医
療

費
の
適
正
化
」
に
む
け
て
、
次
の
よ
う
な
健

康
課
題
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

・
メ
タ
ボ
該
当
者
が
多
い
。

・�

特
定
健
診
の
受
診
率
が
低
い
。
特
に
40
～

50
歳
代
。

・�

特
定
保
健
指
導
の
受
診
率
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
。

・�

標
準
化
死
亡
比（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）で
腎
不
全
で
の

死
亡
割
合
が
高
い
。

・
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
高
い
。

・�

糖
尿
病
性
腎
症
や
動
脈
硬
化
症
、
脳
梗

塞
の
治
療
中
断
者
が
多
い
。

・�

60
歳
代
の
脳
血
管
疾
患
の
高
額
レ
セ
割
合

が
高
く
、
第
２
号
認
定
者
の
脳
卒
中
割
合

が
高
い
。

・�

要
介
護
認
定
者
の
生
活
習
慣
病
有
病
者
が

多
い
。

こ
れ
ら
の
健
康
課
題
の
な
か
で
も
本
市
で

は
、
①
腎
不
全
に
お
け
る
Ｓ
Ｍ
Ｒ
が
高
い
、

②
糖
尿
病
性
腎
症
の
治
療
中
断
者
も
多
い
、

③
要
介
護
者
の
有
病
状
況
に
お
い
て
も
生

活
習
慣
病
の
有
病
者
が
多
い
、
こ
と
か
ら

特
に
こ
の
①
か
ら
③
を
優
先
課
題
と
し
て
重

点
的
に
取
り
組
む
必
要
性
が
あ
る
と
整
理

し
ま
し
た
。

健
康
課
題
解
決
に
向
け
て
、
保
険
年
金

係
、
健
康
増
進
課
で
情
報
共
有
し
な
が
ら
、

共
同
で
保
健
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
体
制

健
康
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
も
、

ま
ず
は
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
受
診

率
向
上
が
第
一
と
考
え
ま
す
。

本
市
の
特
定
健
診
は
「
集
団
健
診
」「
個

別
健
診
」「
情
報
提
供
」
の
い
ず
れ
か
を
選

ん
で
受
診
で
き
る
体
制
で
す
。

毎
年
７
月
～
10
月
（
47
日
間
）
に
「
集

団
健
診
」
を
行
っ
て
お
り
、
対
象
者
全
員

に
受
診
票
を
送
付
し
、
が
ん
検
診
と
同
時

に
受
け
ら
れ
る
体
制
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

健
診
開
始
前
に
は
、
未
受
診
者
対
策
と
し

て
、
３
年
未
受
診
者
に
看
護
師
が
受
診
勧

奨
の
た
め
の
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
健
診
期
間
の
途
中
に
、
未
受
診
者
へ

ナ
ッ
ジ
理
論
を
用
い
た
再
勧
奨
ハ
ガ
キ
を
送

付
し
受
診
勧
奨
し
た
り
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

同
報
無
線
、
広
報
い
ず
み
等
を
用
い
た
広

報
活
動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

集
団
健
診
で
は
、
受
診
し
や
す
い
体
制

づ
く
り
と
し
て
、
土
日
や
夜
間
健
診
も
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
６
年
度
の
健
診

受
診
率
は
41
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
で
伸
び
悩

ん
で
お
り
、
特
に
40
～
50
歳
代
の
受
診
率

が
低
く
、
働
く
世
代
の
方
々
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
診
結
果
に
つ
い
て
は
、
健
診
当
日
に
結

果
報
告
会
の
案
内
を
全
員
に
行
い
、
予
約

制
の
結
果
報
告
会
で
結
果
を
渡
し
て
い
ま

す
。
以
前
は
結
果
を
郵
送
し
て
い
ま
し
た

が
、
結
果
報
告
会
会
場
に
結
果
を
取
り
に

来
て
も
ら
う
体
制
が
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
情
報
提
供
の
方
も
含
め
、
ほ

ぼ
全
員
の
方
に
対
面
で
保
健
指
導
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
定
保
健
指
導
は
、
健
診
当
日
の
分
割

実
施
や
、
結
果
報
告
会
で
の
対
面
実
施
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
対
象
者
の
固
定
化
や
保

健
指
導
拒
否
者
が
一
定
数
い
る
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
効
果
的
に
指
導

が
で
き
る
よ
う
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
な

が
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

重
症
化
予
防
対
策

本
市
で
は
、
健
康
課
題
を
も
と
に
「
Ｃ

Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）」「
糖
尿
病
」「
高

血
圧
」「
脂
質
異
常
症
」
の
重
症
化
予
防
を

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
結
果
報
告
会
時
に
基
準
該
当
者
に

対
し
、
保
健
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士

が
面
接
を
行
い
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨

や
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
保
健
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
も
と
に
、
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
や
継

続
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

本
市
の
現
在
の
重
症
化
予
防
対
策
と
し

て
は
、
個
別
ア
プ
ロ
ー
チ
が
中
心
に
な
っ
て

お
り
、
対
象
者
を
通
じ
て
の
医
療
機
関
と

の
連
携
体
制
が
構
築
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、市
民
全
体
で
「
健
康
寿
命
の
延
伸
・

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
」
の
目
標
を
達
成
す
る
に

は
、
生
活
習
慣
病
の
知
識
の
普
及
や
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
環
境
づ
く
り
な
ど
の
ポ

ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
国
保
部
門
と
健
康
増
進
部
門
と

密
に
情
報
交
換
を
し
、
連
携
し
な
が
ら
保

健
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
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